
◆
ベ
ト
ナ
ム 大成スクエアハノイ開発事業

大　成　建　設
現
地
オ
フ

ス
環
境
の
新
ス
タ
ン
ダ

ド
に日本品質のビルを開発・建設・運営

大成スクエアハノイの
外観全景

エントランスホール

　
２
０
２
４
年
９
月
に
ベ
ト
ナ
ム
の

首
都
ハ
ノ
イ
市
で
高
層
オ
フ

ス
ビ

ル
﹁
大
成
ス
ク
エ
ア
ハ
ノ
イ
﹂
の
運

営
を
開
始
し
た

大
成
建
設
グ
ル


プ
自
ら
が
投
資
・
開
発

設
計
・
施

工
か
ら
ビ
ル
の
管
理
・
運
営
ま
で
を

一
貫
し
て
担
い

国
際
開
発
事
業
の

フ
ラ

グ
シ

プ
に
位
置
付
け
ら
れ

る
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

当
社
の
新

た
な
挑
戦
と
な
る
事
業
で
あ
る


　
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト

は

﹁
快
適
で
環
境
に
も
配
慮
し
た

日
本
品
質
の
ワ

ク
プ
レ
イ
ス
の
提

供
﹂

ハ
ノ
イ
中
心
部
か
ら
西
側
へ

約
８



ノ
イ
バ
イ
国
際
空
港
や

ハ
ノ
イ
近
郊
の
工
業
団
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
良
い
幹
線
道
路
に
面
し
て
お

り

地
上

階

地
下
４
階

延
べ

床
面
積
４
万
５
５
０
０
平
方

で


フ
ロ
ア
の
オ
フ

ス
を
有
し

低
層

部
は
店
舗
ス
ペ

ス

地
下
４
フ
ロ

ア
は
駐
車
場
・
バ
イ
ク
駐
輪
場
と
な


て
い
る

ま
た
環
境
認
証
で
は
米

グ
リ

ン
ビ
ル
デ

ン
グ
協
議
会
の

環
境
認
証
制
度
﹁
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
﹂
の
Ｓ

ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
を
取
得
し
て
い
る


　
当
社
は

１
９
９
３
年
に
ベ
ト
ナ

ム
国
営
企
業
ビ
ナ
コ
ネ

ク
ス
と
の

合
弁
会
社
で
あ
る
ビ
ナ
タ
・
イ
ン
タ


ナ
シ

ナ
ル
の
設
立
に
よ
り
ベ
ト

ナ
ム
に
進
出
し
て
以
来

主
に
日
系

企
業
の
工
場

倉
庫

事
務
所

教

育
施
設
等
を
中
心
に

年
間
で
５
０

０
件
以
上
の
建
設
工
事
に
携
わ

て

き
た

ま
た

政
府
開
発
援
助
︵
Ｏ

Ｄ
Ａ
︶
事
業
を
通
じ

空
港
・
橋
・

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
貢
献

し
て
き
た
︵
ビ
ナ
タ
は
２
０
１
７
年

に
当
社
１
０
０
％
子
会
社
化
︶


　
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

ベ
ト
ナ
ム

進
出
時
よ
り
ビ
ナ
タ
が
事
務
所
兼
資

材
置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
き
た
土

地
の
開
発
事
業
で
あ
る


年
代
か

ら
は
ハ
ノ
イ
市
の
市
街
地
開
発
が
急

速
に
郊
外
に
広
が
り

市
の
西
部
エ

リ
ア
で
も
民
間
・
公
共
に
よ
る
多
く

の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
中
で

本
プ

ロ
ジ

ク
ト
へ
の
機
運
は
高
ま

て

い
た


　
企
画
当
初
よ
り
日
本
品
質
の
オ
フ


ス
ビ
ル
を
目
指
し

現
地
の
オ
フ


ス
ビ
ル
事
情
を
調
査
の
上

設
計

の
検
討
を
行

た

特
に
エ
レ
ベ


タ

混
雑
へ
の
対
策

快
適
な
空
調

環
境

清
潔
で
快
適
な
ト
イ
レ
空
間

な
ど

日
本
で
は
標
準
と
な

て
い

る
品
質
を
実
現
す
る
こ
と
に
注
力
し

設
計
し
た


　

年
に
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
実
施

を
決
定
し


年
に
デ
ベ
ロ

パ


の
役
目
を
果
た
す
現
地
法
人
﹁
大
成

デ

ベ
ロ

プ
メ
ン
ト
ハ
ノ
イ
︵
Ｔ

Ｄ
Ｈ
︶
﹂
を
設
立
し
た

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
許
認
可
の
遅
延
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え


年
に

は
ビ
ナ
タ
に
よ

て
建
設
工
事
を
開

始
し
た


　
地
下
４
階
を
施
工
す
る
た
め
に


逆
打
ち
工
法
︵
地
下
の
み
先
行
︶
と

Ｄ
｜
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
活
用
し
て
工
期
短

縮
及
び
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し


構
芯
柱︵
Ｈ
形
鋼
︶を
杭
と
一
体
化


地
下
構
造
躯
体
を
構
芯
柱
で
支
持
し

な
が
ら
地
下
掘
削
施
工
を
進
め
た


ま
た
地
下
外
周
壁
は
Ｄ
｜
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ

と
し

山
留
壁

地
下
外
壁

支
持

杭
の
三
つ
の
機
能
を
一
体
化
さ
せ
合

理
化
を
図

た

地
下
構
造
は
梁
型

を
な
く
し
階
高
を
抑
え
る
こ
と
が
可

能
な
フ
ラ

ト
ス
ラ
ブ
を
採
用
し

た


　
基
準
階
に
つ
い
て
は

ベ
ト
ナ
ム

で
は
導
入
実
績
が
少
な
い
プ
レ
ス
ト

レ
ス
床
板
を
採
用
す
る
こ
と
で

フ

レ
キ
シ
ビ
リ
テ


の
高
い
無
柱
空

間
を
実
現
し
た
ま
た
床
板
梁
材


外
壁
パ
ネ
ル
を
プ
レ
キ

ス
ト
︵
Ｐ

Ｃ
ａ
︶
化
し
高
品
質
な
躯
体
を
実
現

す
る
た
め

現
地
Ｐ
Ｃ
ａ
工
事
業
者

へ
の
指
導
を
行
い
な
が
ら

Ｐ
Ｃ
ａ

部
材
の
施
工
図
作
成

製
作
管
理
を

進
め
た


　
設
計
及
び
施
工
の
段
階
で
度
重
な

る
消
防
法
等
現
地
法
規
の
変
更
が
あ

り
対
応
に
苦
慮
し
た
が

設
計
施
工

の
特
性
を
生
か
し
て
迅
速
か
つ
適
切

に
設
計
変
更
を
行
う
こ
と
で
工
期
・

コ
ス
ト
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え


年
５
月
に
無
事
故
無
災
害
で

竣
工
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た


　
﹁
大
成
ス
ク
エ
ア
ハ
ノ
イ
﹂
の
開

業
か
ら
半
年

既
に
十
数
社
の
企
業

が
入
居
し
て
お
り

日
系
企
業
に
限

ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
や
韓
国

欧
米
の
企

業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

Ｔ
Ｄ
Ｈ
が

ビ
ル
管
理
事
務
所
を
構
え

当
社
社

員
４
人

現
地
ス
タ

フ
十
数
人
が

常
駐
し
て
い
る

警
備
・
清
掃
・
設

備
管
理
に
つ
い
て
は
日
系
企
業
を
活

用
し

運
営
面
で
も
日
系
品
質
の
サ


ビ
ス
を
目
指
し
日
々
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る


　
本
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
今
後
と
も
大

成
建
設
グ
ル

プ
で
運
営
し

運
営

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

設
計
施
工
へ
の

フ


ド
バ

ク
を
行
う
と
と
も

に

長
期
的
に
は
現
地
ス
タ

フ
主

導
に
よ
る
現
地
に
根
差
し
た
運
営
へ

移
行
し

当
社
の
新
た
な
﹁
地
図
に

残
る
仕
事

﹂
と
し
て
成
長
さ
せ
て

い
き
た
い

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